
新井三嶋谷墳丘墓（鳥取県岩美郡岩美町）
　にい　みしまだに　ふんきゅうぼ

正面前方は新井三嶋谷遺跡/鳥取県の東部、岩美郡岩美町の低丘陵の先端部に位置し、弥生時代後期初頭に造られた二基の墳丘墓の
他に、縄文時代後期の石器工房跡、土壙墓二基、古墳時代中期の古墳二基と後期の古墳一基で構成される複合遺跡



　　近づいて見たところ/右手の岩美南小学校の建設用地内で発見されたと云う



　岩美南小学校側から見たところ/公園化されており、植栽は頂上に登る通路に沿って設けられている



新井三嶋谷墳丘墓の説明板/１号墳丘墓は弥生時代後期初頭に築かれた方形貼石墳丘墓で、墳丘墓としては国内最大級の規模を誇り、
墓上で土器を砕いて祭祀を行った跡が確認されている



　　これが1号墳丘墓/説明板がある



　　墳頂部に3基の埋葬施設が確認されている



1号墳丘墓の墳頂/ここにも説明板がある



　3基のうち、第1埋葬施設には2つの棺が並んで納められていたと云う



これはレンガブロックによる埋葬施設表示



　　これは1号墳丘墓北側斜面の貼石の名残/説明板がある



　　墳丘斜面には、近くの海岸から運んできた花崗岩などの丸い石が置かれていたと云う



　　　　　　こちらにも説明板がある



　ここが海岸であったと云う



　　　こちらは1号墳丘墓北側にあった1号墳横穴式石室の位置/説明板がある



　　　　　こちらは古墳



さて、正面前方は貼石のない2号墓墳丘墓/2基の埋葬施設が確認されている/1号墳丘墓の埋葬施設は調査されていないが、2号墳丘墓の
埋葬施設は組合式の木棺が納められていたと云う （クリックしてビデオを見る）

https://youtu.be/NYTIGOXJyWM


1号墳丘墓に先行して築かれた2号墳丘墓をあわせ、鳥取県東部地域の弥生時代の墓制や社会構造などを探る上で極めて高い学術的価値
をもつものとされる



　　これは2号墳丘墓側から見たところ



　　　　　別の角度から見たところ



参考ホームページ

http://db.pref.tottori.jp/bunkazainavi.nsf/bunkazai_web_view/BE52CC9A87A6473B4925796F000800BC?OpenDocument

http://obito1.web.fc2.com/iwami.html
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